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(百万円未満切捨て)

１．2020年12月期第２四半期の業績（2020年１月１日～2020年６月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年12月期第２四半期 2,434 △17.8 △181 ― △188 ― △197 ―

2019年12月期第２四半期 2,961 ― △375 ― △384 ― △469 ―

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年12月期第２四半期 △5.37 ―

2019年12月期第２四半期 △13.37 ―
　

(注) 当社は、2019年12月期第１四半期より非連結での業績を開示しております。そのため、2019年12月期第１四半期の
対前年同四半期増減率については記載しておりません。また、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜
在株式が存在するものの、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。
　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年12月期第２四半期 3,625 2,667 73.5

2019年12月期 2,249 1,107 49.2

(参考) 自己資本 2020年12月期第２四半期 2,666百万円 2019年12月期 1,107百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年12月期 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

2020年12月期 0.00 0.00

2020年12月期(予想) ― ― ―

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　

３．2020年12月期の業績予想（2020年１月１日～2020年９月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
１株当たり
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第３四半期(累計) 7,786 83.1 1,001 ― 994 ― 847 ― 23.00
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：有
　

(注)当社は、スマートフォンを中心としたオンラインゲーム事業を展開しており、短期的な変化が激しいことなどから、
業績の見通しにつきましては適正かつ合理的な数値の算出が困難であるため、四半期ごとの決算短信発表時に翌四半期
の業績見通しを公表させていただきます。
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年12月期２Ｑ 38,941,800株 2019年12月期 36,233,600株

② 期末自己株式数 2020年12月期２Ｑ 0株 2019年12月期 781,500株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年12月期２Ｑ 36,831,158株 2019年12月期２Ｑ 35,080,702株
　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります
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１．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2019年12月31日)

当第２四半期会計期間
(2020年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 860,225 2,153,620

売掛金 643,113 541,781

仕掛品 76,098 198,679

コンテンツ 109,044 65,426

貯蔵品 258 261

その他 145,992 352,592

貸倒引当金 △77 △30

流動資産合計 1,834,655 3,312,330

固定資産

有形固定資産 1,918 1,368

無形固定資産 481 ―

投資その他の資産

敷金及び保証金 409,131 308,598

その他 2,994 2,994

投資その他の資産合計 412,126 311,593

固定資産合計 414,526 312,961

資産合計 2,249,181 3,625,292

負債の部

流動負債

買掛金 63,325 145,370

1年内返済予定の長期借入金 375,180 125,220

未払金 283,575 255,726

未払法人税等 30,093 22,879

未払消費税等 74,073 36,087

賞与引当金 ― 19,597

その他 240,369 219,322

流動負債合計 1,066,618 824,203

固定負債

長期未払金 75,065 134,009

固定負債合計 75,065 134,009

負債合計 1,141,683 958,212
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(単位：千円)

前事業年度
(2019年12月31日)

当第２四半期会計期間
(2020年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,304,854 4,066,591

資本剰余金 3,294,854 4,056,591

利益剰余金 △5,130,824 △5,457,051

自己株式 △361,386 ―

株主資本合計 1,107,498 2,666,131

新株予約権 ― 948

純資産合計 1,107,498 2,667,080

負債純資産合計 2,249,181 3,625,292
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年６月30日)

売上高 2,961,841 2,434,046

売上原価 1,271,154 909,961

売上総利益 1,690,686 1,524,084

販売費及び一般管理費 2,066,049 1,705,365

営業損失（△） △375,363 △181,281

営業外収益

受取利息 141 124

受取手数料 626 785

補助金収入 3,682 ―

備品売却収入 ― 1,617

その他 1,107 273

営業外収益合計 5,558 2,801

営業外費用

支払利息 6,074 1,118

為替差損 5,053 5,399

株式交付費 3,525 3,359

その他 267 ―

営業外費用合計 14,920 9,878

経常損失（△） △384,725 △188,358

特別利益

新株予約権戻入益 14,400 ―

特別利益合計 14,400 ―

特別損失

特別退職金 85,481 ―

特別損失合計 85,481 ―

税引前四半期純損失（△） △455,807 △188,358

法人税、住民税及び事業税 13,511 9,530

法人税等合計 13,511 9,530

四半期純損失（△） △469,318 △197,888

決算短信（宝印刷） 2020年07月30日 11時01分 6ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



株式会社Aiming(3911) 2020年12月期 第２四半期決算短信

5

（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当第２四半期累計期間において、新株予約権の権利行使による新株式の発行および自己株式の処分を行い、資本

金および資本準備金がそれぞれ761,737千円増加し、自己株式が361,386千円減少しました。

　その結果、当第２四半期会計期間末において、資本金が4,066,591千円、資本剰余金が4,056,591千円となり、当

社保有の自己株式はすべて処分いたしました。

（セグメント情報等）

当社は、オンラインゲーム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（重要な後発事象）

（新株予約権の行使による増資）

当社が2020年２月14日に発行いたしました第７回新株予約権の一部について、権利行使が行われております。

2020年７月１日から2020年７月29日までの新株予約権の行使の概要は以下のとおりであります。

（１）行使された新株予約権の個数 4,700個

（２）発行した株式の種類及び株式数 普通株式 470,000株

（３）行使価額総額 342,033千円

（４）増加した資本金の金額 171,373千円

（５）増加した資本準備金の金額 171,373千円

(注) 上記の結果、普通株式の発行済株式総数は39,411,800株、資本金は4,237,965千円、資本準備金は4,227,965

千円となっております。
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２．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

　当社は、当第２四半期累計期間まで継続して営業損失、経常損失、四半期（当期）純損失を計上しており、継続

企業の前提に重要な疑義を生じさせる事象又は状況が存在しているものと認識しております。

　当社は、当該状況を早期に解消又は改善すべく、以下の対応策の実施を進めております。

①事業基盤の強化

　『剣と魔法のログレス いにしえの女神』や『CARAVAN STORIES』などのサービス中タイトルについては、より効

率的な運営体制を構築することで、収益改善を図ってまいります。

　また、2020年７月16日に正式サービスを開始した、株式会社スクウェア・エニックスとの共同開発タイトル『ド

ラゴンクエストタクト』が、第３四半期以降に利益貢献することが見込まれております。

②拠点の人員体制見直しによる費用の削減

　当社は、当第２四半期累計期間において、サービス中タイトルの減少と開発中タイトルの本数を鑑み、台湾スタ

ジオの従業員数の最適化を実施しました。また、2020年４月１日を効力発生日として、株式会社ドキドキグルーヴ

ワークスへ大阪スタジオを譲渡しており、第２四半期以降の人件費や拠点維持にかかる費用が削減されておりま

す。

　引き続き、事業の状況に応じて、収益基盤と営業キャッシュ・フローの改善に取り組んでまいります。

③財務基盤の安定化

　財務面につきましては、当第２四半期累計期間において、第７回新株予約権の発行及び行使が行われ、1,689,051

千円の資金を調達したことにより、手元資金の状況は改善されました。今後も市場の状況を鑑みながら同新株予約

権の行使による調達を促していくとともに、必要に応じて他の資金調達方法も検討してまいります。

　これらの改善策を適切に推進していくことから、継続企業の前提に重要な不確実性は認められないと判断してお

ります。

決算短信（宝印刷） 2020年07月30日 11時01分 8ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）


